
７月22日から26日、海洋センターのプールで夏休み水泳教室が行われました。
幼児の部42人・小学校の部57人・計99人が参加しました。泳げる子も泳げない子もコーチの熱心な指導で上達

しました。
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千
早
赤
阪
村
の

明
日
を
考
え
る
――

第
11
回
河
内
長
野
市
・
千
早
赤
阪
村

合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

平
成
21
年
７
月
23
日
、
河
内
長
野

市
役
所
８
階
８
０
２
会
議
室
に
お
い

て
、
第
11
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

予
定
さ
れ
て
い
た
議
題
は
次
の
と

お
り
で
す
が
、
大
阪
府
の
支
援
に
つ

い
て
等
の
議
論
が
あ
り
、
協
議
は
進

み
ま
せ
ん
で
し
た
。

¡
平
成
20
年
度
合
併
協
議
会
決
算
の

承
認
に
つ
い
て

¡
使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い
に

つ
い
て

¡
補
助
金
・
交
付
金
等
の
取
扱
い
に

つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
環
境

保
全
事
業
）
に
つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
一
般

廃
棄
物
処
理
事
業
）
に
つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
農
林

水
産
事
業
）
に
つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
商
工

観
光
・
勤
労
者
事
業
）
に
つ
い
て

¡
地
域
審
議
会
等
の
設
置
に
つ
い
て

¡
議
会
の
議
員
の
定
数
・
任
期
の
取

協
議
事
項

承
認
事
項

扱
い
に
つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
そ
の

他
の
事
業
―
議
会
事
務
局
部
会
関

係
―
）
に
つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い（
防
災
、

危
機
管
理
事
業
）
に
つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
社
会

教
育
事
業
）
に
つ
い
て

¡
一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い
に
つ

い
て

¡
消
防
・
救
急
の
取
扱
い
に
つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
学
校

教
育
事
業
）
に
つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
上
水

道
事
業
）
に
つ
い
て

¡
合
併
の
時
期
に
つ
い
て

¡
新
市
基
本
計
画
素
案
に
つ
い
て

¡
新
市
基
本
計
画
素
案
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
実
施
要
領
に
つ
い
て

く
わ
し
く
は
、
合
併
協
議
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.city.kawachinagano.

osaka.jp/gappeikyou

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
議
資
料
や
会
議
録
は
、

役
場
（
秘
書
政
策
課
）、
小
吹
台
連

絡
所
、
く
す
の
き
ホ
ー
ル
（
図
書
室
）

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
21
年
６
月
23
日
、
大
阪
府
は

市
町
村
合
併
支
援
本
部
会
議
を
開
催

し
、
合
併
後
10
年
間
で
総
額
30
億
円

を
支
援
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

「
合
併
支
援
の
基
本
方
針
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
行
財
政
運
営
支
援

合
併
後
の
行
財
政
運
営
が
軌
道
に

乗
る
ま
で
の
間
、
新
市
の
行
財
政
運

営
を
支
援
し
ま
す
。

２
　
ま
ち
づ
く
り
支
援

合
併
に
よ
り
新
市
が
さ
ら
に
活
性

化
し
、
均
衡
あ
る
発
展
や
一
体
性
が

図
ら
れ
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が

円
滑
に
進
む
よ
う
支
援
し
ま
す
。

（
１
）
市
域
と
村
域
を
つ
な
ぐ
交
通

ア
ク
セ
ス
の
整
備

（
２
）
広
域
的
な
道
路
整
備

〜
堺
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
〜

３

村
域
の
水
道
施
設
整
備
に

関
す
る
府
の
支
援

安
心
・
安
全
性
の
確
保
に
配
慮
し

つ
つ
、
合
併
に
伴
い
必
要
と
な
る
施

設
改
修
を
支
援
し
ま
す
。

４
　
さ
ら
な
る
支
援

く
わ
し
く
は
、
大
阪
府
市
町
村
合

併
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

pref.osaka.jp/shichoson/gappei/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

秘
書
政
策
課
・
合
併
推
進
室

大
阪
府
が
「
合
併
支
援
の
基
本
方
針
」
を
策
定

○
合
併
特
例
交
付
金

１
億
円
×
10
年
間

¡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど

の
運
行
を
支
援

¡
地
域
活
性
化
を
図
る
農
道

の
整
備

¡
新
市
と
堺
市
を
つ
な
ぐ
市

道
の
拡
幅
整
備
を
支
援

等

さ
ら
な
る
需
要
が
見
込
ま

れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
事

業
精
査
を
前
提
に

○
市
町
村
振
興
補
助
金

１
億
円
×
10
年
間

に
よ
り
支
援
し
ま
す
。

○
市
町
村
振
興
補
助
金

（
合
併
分
）

１
億
円
（
上
限
）

×
10
年
間

¡
府
営
水
道
川
野
辺
受
水
場

の
整
備
、
送
水
管
布
設

※
自
己
水
か
ら
府
営
水
道
に
切
り

替
え
る
た
め
の
配
水
計
画
や
府

に
よ
る
整
備
に
つ
い
て
、
水
道

事
業
の
広
域
化
を
推
進
す
る
観

点
か
ら
、
今
後
府
・
市
で
協
議

を
進
め
ま
す
。

¡
配
水
地
・
ポ
ン
プ
場
施
設

の
整
備

¡
千
早
浄
水
場
（
簡
易
水
道
）

の
整
備
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地
球
温
暖
化
防
止
対
策
、
経
済
の
活
性

化
お
よ
び
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ

ビ
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
経
済

危
機
対
策
と
し
て
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
電
気
製
品
の
う
ち
、
統
一
省
エ
ネ

ラ
ベ
ル
で
４
つ
星
（
☆
☆
☆
☆
）
相
当
以

上
の
グ
リ
ー
ン
家
電
製
品
に
認
定
さ
れ

た
、「
テ
レ
ビ
」「
エ
ア
コ
ン
」「
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
」
の
製
品
を
購

入
し
た
と
き
に
、
対
象
商
品
の
能
力
や
サ

イ
ズ
に
応
じ
て
様
々
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

と
交
換
可
能
な
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
取
得
で

き
る
も
の
で
す
。

※
１
7
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が
認
定

し
、
省
エ
ネ
性
能
の
達
成
率
に
応
じ
て

５
段
階
評
価
で
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
品
目
と
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
数

買
い
替
え
に
伴
っ
て
、
古
い
テ
レ
ビ
・

エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た

場
合
は
、
購
入
し
て
取
得
で
き
る
ポ
イ
ン

ト
数
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
分
の
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
が
加
算
さ
れ
ま
す
。（
購
入
ポ
イ
ン
ト

に
上
乗
せ
）

な
お
、
買
い
替
え
な
し
で
リ
サ
イ
ク
ル

の
み
を
行
な
っ
た
場
合
は
、
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

リ
サ
イ
ク
ル
ポ
イ
ン
ト

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
交
換
商
品
に
つ
い
て

取
得
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
ポ
イ
ン
ト
数

に
応
じ
て
、
q
省
エ
ネ
環
境
配
慮
に
優
れ

た
製
品
　
w
全
国
で
使
え
る
商
品
券
・
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
（
提
供
事
業
者
が
環
境

寄
付
を
お
こ
な
う
な
ど
、
環
境
配
慮
型
の

も
の
）

e
地
域
振
興
に
結
び
つ
く
地
域

産
品
や
、
地
域
型
商
品
券
な
ど
様
々
な
商

品
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
購
入
時
に
交
換
で
き
る
も
の
と

し
て
、
ポ
イ
ン
ト
申
請
サ
ポ
ー
ト
店
で
の

み
、
対
象
商
品
購
入
時
に
ポ
イ
ン
ト
相
当

分
を
地
デ
ジ
ア
ン
テ
ナ
の
工
事
費
（
地
上

波
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
購
入
の
場

合
の
み
）、
電
球
型
蛍
光
ラ
ン
プ
・
電
球

型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
や
、
充
電
式
ニ
ッ
ケ
ル

水
素
電
池
の
購
入
代
金
に
替
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

実
施
期
間

¡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
発
行
対
象
期
間

５
月
15
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日
購
入

分
¡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
登
録
申
請
受
付
期
間

７
月
１
日
〜
平
成
22
年
４
月
30
日

¡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
交
換
期
間

７
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

※
な
お
期
間
内
で
あ
っ
て
も
予
算
枠
に
達

す
る
と
打
ち
切
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

¡
保
証
書
（
購
入
日
、
購
入
店
、
購
入
製

品
の
品
番
・
製
造
番
号
が
わ
か
る
も
の
）

※
メ
ー
カ
ー
保
証
書

¡
領
収
書
・
レ
シ
ー
ト
（
購
入
日
、
購
入

店
、
購
入
製
品
の
品
番
・
購
入
者
名
が

わ
か
る
も
の
）

¡
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
の
排
出
者
控
え

（
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
場
合
の
み
必
要
）

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

グ
リ
ー
ン
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://eco

―points.jp/EP/

）

や
家
電
販
売
店
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
を
購
入

す
る
時
は
グ
リ
ー
ン
家
電
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

※
１

5つの約束
q一人で遊びません。
w知らない人についていきません。
e連れて行かれそうになったら大声を出して
助けを求め、「110番の家」へにげこみます。

rだれとどこで遊ぶか、いつ帰るのかを家の人
に言ってから出かけます。

tお友だちが連れて行かれそうになったら、す
ぐに大人の人に知らせます。
家庭で心がけ、こどもたちに伝えましょう。

現
在
、
景
気
後
退
下
で
の

住
民
不
安
に
対
処
す
る
た
め
、

国
に
お
い
て
緊
急
対
策
の
一

環
と
し
て
「
定
額
給
付
金
」

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

３
月
末
に
給
付
対
象
と
な

る
世
帯
主
あ
て
に
「
定
額
給

付
金
申
請
書
」
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
申
請
期
限
は
９
月

25
日（
金
）ま
で
で
す
が
、
ま

だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
人
は

早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、
申
請
書
を
な
く
し

た
人
は
再
交
付
申
請
が
必
要

で
す
の
で
秘
書
政
策
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

定
額
給
付
金
を
郵
送
申
請

さ
れ
る
人
で
、
本
人
確
認
書

類
の
写
し
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
や
振
込

先
口
座
通
帳
の
写
し
と
い
っ

た
添
付
書
類
も
れ
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
申
請
書
と
一
緒

に
送
っ
た
通
知
書
や
広
報
を

よ
く
お
読
み
に
な
っ
た
う
え

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

秘
書
政
策
課

エアコン

冷
房
能
力

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
数
（
点
）

３
・
５
kw
以
上

９，
０
０
０

２
・
８
kw

２
・
５
kw

７，
０
０
０

２
・
２
kw
以
下

６，
０
０
０

リ
サ
イ
ク
ル
区
分

ポ
イ
ン
ト
数
（
点
）

エ
ア
コ
ン

３，
０
０
０

冷
蔵
庫

５，
０
０
０

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ

３，
０
０
０

冷蔵庫

内
　
容
　
量

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
数
（
点
）

５
０
１
Ｌ
以
上

１
０，
０
０
０

４
０
１
〜
５
０
０
Ｌ

９，
０
０
０

２
５
１
〜
４
０
０
Ｌ

６，
０
０
０

２
５
０
Ｌ
以
下

３，
０
０
０

地上デジタル放送対応テレビ

画
面
サ
イ
ズ

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
数
（
点
）

46
Ｖ
型
以
上

３
６，
０
０
０

42
・
40
Ｖ
型

２
３，
０
０
０

37
Ｖ
型

１
７，
０
０
０

32
・
26
Ｖ
型

１
２，
０
０
０

26
Ｖ
型
未
満

７，
０
０
０

グ
リ
ー
ン
家
電
製
品
を
購
入
す
る
と

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
取
得
で
き
ま
す

定
額
給
付
金
の

申
請
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す

8月は、「こども110番月間」
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第
89
号

６月定例会のあらまし

平成21年６月の千早赤阪村議会定例会（第２回）は６月９日に開会し、平成20年
度の最終補正予算についての専決処分や平成21年度補正予算が提案され、それぞれ
原案のとおり可決・承認しました。

18日の定例会最終日では、議員提案による決議を全会一致で可決し、一般質問を
もって10日間の定例会を閉会しました。

６
月
定
例
会
議
決
結
果
一
覧

案
　
　
　
　
件

議
決
結
果

○
専
決
処
分
﹇
平
成
20
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
最

終
）﹈
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
専
決
処
分
﹇
平
成
20
年
度
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
最
終
）﹈
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
専
決
処
分
﹇
平
成
20
年
度
千
早
赤
阪
村
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
（
最
終
）﹈
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
専
決
処
分
﹇
平
成
20
年
度
千
早
赤
阪
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
最
終
）﹈
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
専
決
処
分
﹇
平
成
20
年
度
千
早
赤
阪
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
最
終
）﹈
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
専
決
処
分
﹇
平
成
20
年
度
千
早
赤
阪
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
最
終
）﹈
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）
に
つ

い
て

○
平
成
21
年
度
千
早
赤
阪
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
回
）
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
千
早
赤
阪
村
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

○
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
対
す
る
抗
議
決
議
に
つ
い
て

承
　
　
認
（
全
員
）

承
　
　
認
（
全
員
）

承
　
　
認
（
全
員
）

承
　
　
認
（
全
員
）

承
　
　
認
（
全
員
）

承
　
　
認
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

平
成
21
年
第
２
回
臨
時
会
（
５
月
14
日
）

第
２
回
臨
時
会
で
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
村
税
条
例

の
専
決
処
分
や
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
財
産
取
得
案
件
な
ど

が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
第
３
回
臨
時
会
（
５
月
29
日
）

第
３
回
臨
時
会
で
は
、
昨
年
来
の
世
界
的
な
金
融
危
機
を
発

端
と
し
た
景
気
の
急
速
な
悪
化
に
伴
い
、
民
間
企
業
に
お
け
る

夏
季
一
時
金
の
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
人
事
院
が

緊
急
に
実
施
し
た
特
別
調
査
に
よ
る
勧
告
に
よ
り
、
職
員
（
特

別
職
を
含
む
）
や
議
員
に
つ
い
て
、
６
月
支
給
の
期
末
手
当
を

勧
告
ど
お
り
０
・
２
月
分
減
額
す
る
内
容
の
条
例
改
正
案
が
提

案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
る
影
響
額
は
、
総
額
で
７
６
２
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

臨時会 ６
月
定
例
会
で
は
「
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
対
す
る
抗
議
決
議
」
を
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。 決

議

北朝鮮の核実験に対する抗議決議

平成21年５月25日我が国をはじめ国際社会全体が
願う世界の平和と安全を無視し、北朝鮮は核実験を

強行した。

今回の実験は、国際社会に対し不当な行為であり、

非核三原則を遵守する我々国民は人道上断じて容認

できない。

我が国は、核の悲惨さを経験した世界で唯一の被

爆国である。二度と惨事を繰り返してはならない。

近年、核廃絶の機運の高まる中、北朝鮮の核実験

は正に国際社会世論に逆行する行為であり、直ちに

すべての核兵器及び核計画を放棄する事を強く求める。

以上、決議する。

平成21年６月18日

大阪府南河内郡千早赤阪村議会



12
日
の
全
員
協
議
会
で
は
、
赤
阪
小
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
、
８
案
件

に
つ
い
て
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

該
当
事
業
な
ど
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、「
地
域
活
性
化
・
公
共

投
資
臨
時
交
付
金
」
も
21
年
度
補
正

で
１
兆
４
０
０
０
億
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
が
、
地
方
公
共
団
体
で
公
共

投
資
事
業
計
画
を
策
定
し
、
申
請
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
村
へ
の
交

付
金
額
は
未
定
で
す
。

定
額
給
付
金
な
ど
の
処
理
状
況

（
６
月
５
日
現
在
）

▼
定
額
給
付
金

支
給
対
象
世
帯
　
２
３
６
９
世
帯

支
給
対
象
人
数
　
６
４
６
１
人

支
給
済
み
世
帯
　
２
２
７
９
世
帯

支
給
率
　
　
　
　
96
･
２
％

▼
子
育
て
応
援
特
別
手
当

支
給
対
象
世
帯
　
72
世
帯

支
給
対
象
人
数
　
75
人

支
給
済
み
世
帯
　
69
世
帯

支
給
率
　
　
　
　
95
・
８
％

※
申
請
期
限
は
両
制
度
と
も
９
月
25

日
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応

村
で
は
４
月
29
日
に
電
話
相
談
を

開
設
（
６
月
５
日
現
在
　
相
談
件
数

14
件
）
し
、
全
世
帯
へ
啓
発
チ
ラ
シ

の
配
布
や
、
妊
婦
へ
の
マ
ス
ク
の
支

給
、
公
共
施
設
へ
の
消
毒
液
な
ど
の

設
置
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
員
協
議
会
報
告

赤
阪
小
学
校
耐
震
補
強
工
事
等
　

予
算
　
３
億
８
０
０
０
万
円

耐
震
補
強
工
事
と
あ
わ
せ
て
、
ト

イ
レ
棟
の
建
て
替
え
や
現
在
の
基
準

に
あ
っ
た
広
さ
の
教
室
、
障
が
い
者

対
応
の
た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設

置
さ
れ
ま
す
。

工
事
期
間
は
夏
休
み
期
間
を
含
め

て
、来
年
３
月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。

金
剛
山
観
光
事
業
特
別
会
計

１
２
５
万
円
の
黒
字

㈱
グ
ル
メ
杵
屋
が
管
理
し
て
い
る

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
香
楠
荘
の
特
別
会

計
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
度
の
決
算

概
要
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

累
積
赤
字
１
２
０
９
万
円
が
解
消

さ
れ
、
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

杵
屋
と
の
指
定
管
理
は
平
成
21
年

度
ま
で
の
契
約
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
継
続
さ
れ
る
の
か
は
、
改
め
て

杵
屋
と
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
交
付
金
　

村
は
１
億
２
０
０
万
円

政
府
の
平
成
21
年
度
補
正
予
算
で
、

「
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
交

付
金
」が
１
兆
円
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
村
へ
の
交
付
金
は
１
億

２
０
０
万
円
で
現
在
、各
課
に
お
い
て

5

いっぱん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  

６月定例会では、８人の議員が一般質問を行いました。
内容（500字以内）は、質問した議員の責任で作成したものです。

野
上
議
員

棚
田
保
全
へ
持
続
的
事
業
を

棚
田
保
全
へ
持
続
的
事
業
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
求
め
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
求
め
る

棚
田
で
の
府
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構

想
の
特
別
展
は
、
棚
田
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
に
。未
耕
作
地
も
出
て
お
り
、

持
続
的
な
保
全
が
必
要
で
す
。

特
別
展
は
、
秋
に
収
穫
祭
な
ど

都
市
住
民
と
の
交
流
、
灯
ろ
う
に
よ

る
照
明
展
示
な
ど
企
画
中
で
す
。

修
復
に
材
料
支
給
や
重
機
リ
ー
ス

利
用
を
府
と
協
議
し
進
め
ま
す
。

財
政
的
支
援
は
、
棚
田
ふ
る
さ
と

基
金
の
活
用
、
さ
ら
に
保
全
の
た
め

の
支
援
も
求
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

棚
田
維
持
は
大
変
な
労
力
で
す
。

継
続
で
き
る
組
織
化
が
必
要
で
は
。

景
観
維
持
・
保
全
へ
募
金
の
協
力

を
し
た
い
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

棚
田
の
会
と
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
、

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
農
空
間
保
全

08
年
４
月
か
ら
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
「
う
ば
捨
て
山
」
と
言

わ
れ
問
題
点
が
出
て
い
ま
す
。
保
険

料
な
ど
負
担
増
や
差
別
医
療
に
な

り
、廃
止
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

答
　
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
が
不
十

分
で
あ
っ
た
徴
収
経
過
措
置
、
保
険

料
軽
減
策
な
ど
の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
制
度
の
廃
止
は
混
乱
を

も
た
ら
す
た
め
、
国
の
「
高
齢
者
医

療
制
度
に
関
す
る
検
討
会
」
で
改
善

見
直
し
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

廃
止
で
き
な
け
れ
ば
、
負
担

増
と
差
別
医
療
を
無
く
す
抜
本
的
改

善
を
要
望
す
る
。

地
域
制
度
の
活
用
や
関
係
者
と
も
協

議
し
、
全
国
の
オ
ー
ナ
ー
制
や
募
金

の
取
り
組
み
も
参
考
に
進
め
ま
す
。
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橋
爪
議
員

村
の
教
育
と

地
域
へ
の
役
割

村
の
教
育
と

地
域
へ
の
役
割

浅
野
議
員

農
地
集
積
加
速
化
事
業
の
取
り
組
み
は

農
地
集
積
加
速
化
事
業
の
取
り
組
み
は

特
定
検
診
の
実
施
状
況
は

特
定
検
診
の
実
施
状
況
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）の
拡
充
を
！

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）の
拡
充
を
！

田
中
議
員

本
年
４
月
１
日
付
け
で
就
任
さ

れ
た
新
教
育
長
に
今
後
の
教
育
方
針

や
そ
の
思
い
な
ど
の
所
信
を
伺
う
。

年
々
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
は
変
化
し
、
様
々
な
教
育
課

題
が
生
じ
て
お
り
、
私
は
子
ど
も
た

ち
に
総
合
的
な
人
間
力
と
い
う
べ
き

も
の
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

ま
ず
、
教
育
の
根
幹
を
な
す
不
変

な
部
分
で
あ
る
人
間
形
成
の
基
盤
づ

く
り
を
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

私
は
、
地
域
の
実
態
に
即
し
な
が

ら
、
知
徳
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

教
育
活
動
の
展
開
を
図
る
上
で
３
つ

の
柱
を
考
え
て
い
る
。

q
小
さ
い
規
模
の
良
さ
を
最
大
限
に

活
用
す
る
こ
と
。

w
義
務
教
育
９
年
間
と
し
て
の
教
育

の
展
開
を
目
指
す
こ
と
。

e
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
を

今
以
上
に
深
め
る
こ
と
。

村
の
教
育
の
あ
り
方
は

村
の
教
育
の
あ
り
方
は

予
測
さ
れ
る
大
地
震
に
備
え
、

耐
震
化
の
促
進
を

予
測
さ
れ
る
大
地
震
に
備
え
、

耐
震
化
の
促
進
を

本
村
に
お
け
る
建
築
物
の
耐
震

化
の
促
進
を
ど
う
進
め
る
の
か
伺
う
。

平
成
９
年
ま
で
は
、
木
造
一
戸

建
て
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
は
５
万

円
か
か
り
、
国
と
市
町
村
の
半
額
補

助
で
自
己
負
担
金
は
２
・
５
万
円
で

あ
っ
た
。
平
成
19
年
度
に
は
建
築
物

の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律

改
正
を
受
け
、
耐
震
化
の
目
標
を

90
％
と
し
た
計
画
を
策
定
。
地
域
交

付
金
制
度
を
活
用
し
て
、
自
己
負
担

額
を
５
０
０
０
円
に
引
き
下
げ
、
耐

震
化
に
取
り
組
み
や
す
い
補
助
制
度

と
な
っ
て
い
る
。

土
地
利
用
型
の
農
業
等
に
つ
い

て
、
担
い
手
農
家
が
規
模
拡
大
を
行

い
つ
つ
、
効
率
的
な
経
営
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
小
規
模
農
家
や
高
齢

農
家
等
か
ら
委
ね
ら
れ
る
農
地
を
面

的
に
ま
と
め
、
担
い
手
農
家
に
貸
し

付
け
る
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。国
会
で
の
法
改
正
と
も
併
せ
、

各
自
治
体
で
の
取
り
組
み
が
鍵
と
な

る
が
、
本
村
で
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
伺
う
。

国
に
お
い
て
は
、
新
経
済
対
策

と
し
て
農
地
集
積
加
速
化
事
業
を
創

設
し
た
が
、
法
人
格
を
持
つ
面
的
集

積
が
要
件
と
な
り
、
本
村
の
よ
う
な

中
山
間
地
域
で
耕
作
条
件
の
厳
し
い

と
こ
ろ
で
は
、
制
度
の
導
入
が
困
難

で
あ
る
。
村
と
し
て
は
、
農
業
基
盤

強
化
促
進
法
に
基
づ
き
利
用
集
積
を

進
め
て
い
る
。

昨
年
４
月
よ
り
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
の
特
定
検
診
や
保
健
指

導
が
始
ま
っ
た
。
１
年
間
の
受
診
状

況
や
保
健
指
導
の
結
果
は
ど
う
か
。

対
象
者
１
３
９
０
人
中
、
受
診

者
は
３
５
６
人
（
25
・
６
％
）
で
あ

り
、
保
健
指
導
は
17
人
で
あ
っ
た
。

共
働
き
家
庭
な
ど
の
増
加
に
よ

り
、
学
童
保
育
に
対
す
る
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
が
年
々
高
く
な
っ
て
い
る
。

保
育
士
な
ど
の
資
格
を
持
つ
「
専
任

指
導
員
」
の
も
と
、
赤
阪
小
学
校
区

に
も
拡
充
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

赤
阪
小
学
校
区
に
お
い
て
も
、

指
導
員
や
施
設
の
確
保
、
児
童
数
等

の
条
件
が
整
え
ば
検
討
し
て
い
く
。

村
の
教
育
に
対
す
る
考
え
は

将
来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た

ち
が
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
勉

学
に
い
そ
し
み
、
体
力
の
強
化
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

村
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
視
点
が
大
切
で
あ
り
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
が
連
携
し
た
教
育
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

民生・児童委員の協力による七夕まつりの様子
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清
井
議
員

地
域
に
お
け
る
学
校
の
役
割
は

住
民
の
連
帯
意
識
の
確
立
、
歴

史
文
化
の
継
承
、
地
域
発
展
の
た
め

に
も
学
校
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
。

学
校
を
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
は
、
大
き
な
役
割
を
担
う
も

の
で
あ
り
、
子
ど
も
が
大
人
を
つ
な

ぐ
、
と
い
っ
た
視
点
も
大
切
に
し
て

い
く
。

安
全
な
教
育
環
境
に
つ
い
て
は

児
童
、
生
徒
の
安
全
は
、
絶
対

に
堅
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

学
校
内
は
当
然
の
こ
と
、
登
下
校

時
の
安
全
に
対
し
て
は
、
最
優
先
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

民
家
が
存
在
し
な
い
通
学
路
が
多

く
あ
る
本
村
で
は
、
徒
歩
通
学
を
さ

せ
る
の
は
安
全
上
問
題
が
あ
る
。

バ
ス
通
学
の
シ
ス
テ
ム
は
、
今
後

も
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
全
は
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
は
、
大
切
な
教
育
の

要
素
で
あ
る
。

学
校
内
だ
け
で
な
く
、
登
下
校
や

地
域
の
活
動
場
所
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
も
努
力
し
て
い
く
。

合
併
協
議
の
推
進
を

合
併
協
議
の
推
進
を

関
口
議
員

自
立
の
村
づ
く
り
を

自
立
の
村
づ
く
り
を

q
河
内
長
野
市
と
の
合
併
協
議

会
は
第
10
回
が
終
了
し
た
が
、
全
協

議
項
目
50
の
う
ち
承
認
さ
れ
た
の
は

33
項
目
で
あ
る
。

芝
田
市
長
は
合
併
に
つ
い
て
、
６

月
に
も
判
断
す
る
と
表
明
さ
れ
て
い

る
。
６
月
も
半
ば
を
過
ぎ
た
が
今
の

状
況
で
間
に
合
う
の
か
。

w
第
５
回
協
議
会
に
出
席
さ
れ
た

橋
下
知
事
に
対
し
、
我
々
は
「
大
阪

府
へ
の
市
の
要
望
は
村
の
要
望
で
も

あ
る
」
と
表
明
し
た
。
府
の
支
援
は

こ
の
合
併
に
と
っ
て
大
き
な
鍵
と
な

っ
て
い
る
。
現
段
階
で
府
の
支
援
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、

村
も
市
と
一
緒
に
な
っ
て
橋
下
知
事

に
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

q
次
回
の
協
議
会
に
は
、
こ
の

合
併
の
全
体
像
が
見
え
る
よ
う
な
提

案
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
村
と

し
て
も
積
極
的
に
事
務
協
議
を
進
め

て
い
る
。

合
併
特
例
法
に
よ
る
期
限
は
来
年

３
月
末
で
あ
る
か
ら
、
手
続
き
等
を

勘
案
し
て
、
９
月
中
の
両
市
村
議
会

の
議
決
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

残
っ
た
協
議
項
目
を
一
日
も
早
く

ま
と
め
上
げ
る
よ
う
全
力
を
つ
く
す
。

w
現
在
の
府
の
支
援
は
、
新
市
の
基

本
計
画
の
策
定
と
並
行
し
て
、
具
体

化
に
向
け
て
府
、
市
、
村
で
詰
め
の

協
議
中
で
あ
る
。

村
と
し
て
も
、
市
域
全
体
の
発
展

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
と
共
に
大
阪
府
に
要
望
し
て
い
る
。

村
長
が
河
内
長
野
市
へ
の
編
入

合
併
を
表
明
し
て
２
年
以
上
経
過
し

た
。
２
年
前
の
６
月
議
会
で
、
合
併

推
進
決
議
が
強
行
さ
れ
、
合
併
協
議

会
が
設
置
さ
れ
た
。
合
併
説
明
会
や

合
併
協
の
中
間
報
告
会
な
ど
で
、
合

併
後
の
村
の
姿
が
明
ら
か
に
な
り
、

「
財
政
は
夕
張
の
よ
う
な
危
機
的
状

況
か
？
。
役
場
、
給
食
セ
ン
タ
ー
が

無
く
な
り
、
幼
稚
園
や
小
学
校
も
担

保
さ
れ
な
い
合
併
を
進
め
て
い
い
の

か
」
と
疑
問
が
広
が
っ
た
。

第
10
回
協
議
会
は
具
体
的
に
協
議

が
行
え
な
い
ま
ま
終
了
し
、
合
併
は

困
難
に
な
っ
た
。
合
併
す
る
か
、
し

な
い
の
か
、
２
年
間
も
費
や
さ
れ
て

き
た
。
自
立
の
村
づ
く
り
へ
方
針
を

変
え
る
べ
き
だ
。

良
好
な
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に

提
供
し
、
地
域
発
展
の
た
め
に
は
合

併
し
か
な
い
と
訴
え
て
き
た
。
そ
の

考
え
に
変
わ
り
は
な
く
、
期
限
内
の

合
併
成
就
の
た
め
全
力
を
つ
く
す
。

細
菌
性
髄
膜
炎
か
ら

子
ど
も
を
守
ろ
う

細
菌
性
髄
膜
炎
か
ら

子
ど
も
を
守
ろ
う

細
菌
性
髄
膜
炎
は
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
」
と
「
肺
炎
球
菌
」

で
感
染
す
る
。
世
界
保
健
機
構
が
、

予
防
接
種
を
推
奨
し
、
１
０
０
カ
国

以
上
で
実
施
さ
れ
、
感
染
が
激
減
し

て
い
る
。
費
用
が
３
万
円
程
か
か
る

が
、
子
ど
も
の
命
が
親
の
収
入
で
左

右
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
国
に
要
望

す
る
こ
と
と
村
で
の
助
成
を
求
め
る
。

５
歳
未
満
児
が
か
か
り
や
す
く
、

現
在
は
任
意
接
種
で
あ
り
、
国
に
要

望
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
村
で
の

助
成
予
定
は
無
い
。



平
成
３
年
、
千
早
地
区
に
地
元
の

旧
多
聞
小
学
校
の
児
童
を
は
じ
め
、

学
校
関
係
者
の
熱
意
に
よ
り
急
傾
斜

工
事
の
斜
面
に
完
成
し
た
巨
大
壁
画
。

大
阪
府
土
木
事
務
所
発
注
の
工
事

で
、
壁
画
だ
け
の
費
用
が
約
２
０
０

０
万
円
で
あ
っ
た
と
伺
っ
た
。

テ
ー
マ
「
希
望
の
虹
」
は
、
心
の

古
里
と
し
て
、
千
早
を
愛
し
未
来
に

生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
、
夢
の
実
現

を
願
い
描
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

18
年
の
歳
月
を
経
て
、
風
雨
に
さ
ら

さ
れ
、
土
砂
や
雑
草
に
よ
り
、
肝
心

の
絵
が
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

６
月
13
・
14
の
両
日
に
大
阪
府
山

岳
連
盟
や
村
消
防
団
等
の
放
水
協
力

に
よ
る
清
掃
作
業
に
よ
り
、
ふ
た
た

び
斜
面
壁
画
が
昔
の
鮮
や
か
な
色
を

取
り
戻
す
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放
の
放
映
を
見
た
友

人
か
ら
も
、
千
早
赤
阪
村
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
早
速
「
す
ご
い
な
ぁ
〜
」

と
メ
ー
ル
が
入
っ
て
き
た
。

村
は
財
政
難
で
は
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
埋
も
れ
て
い
る
宝
が
他
に
も

あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

「
一
冊
の
絵
本
の
よ
う
な
村
」
に

取
り
戻
せ
る
べ
く
、
心
機
一
転
、
新

メ
ン
バ
ー
で
自
覚
も
新
た
に
取
り
組

む
決
意
で
あ
る
。

Ｔ
・
Ａ
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井
上
議
員

徳
丸
議
員

村
財
政
の
見
通
し
は

村
財
政
の
見
通
し
は

水
道
施
設
の
整
備
計
画
は

水
道
施
設
の
整
備
計
画
は

平
成
20
年
度
の
決
算
見
込
み
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
が
、
今
後
の

村
の
財
政
見
通
し
と
対
策
に
つ
い
て

問
う
。国

の
地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
、

特
別
交
付
税
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

見
込
み
で
は
お
よ
そ
５
０
０
０
万
円

の
黒
字
に
な
る
。
こ
れ
は
一
時
的
な

も
の
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
期

待
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

総
務
省
が
示
す
４
基
準
で
み
て

も
村
の
財
政
は
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
も

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
も
出
て
い
な
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

20
年
度
は
19
年
度
と
ほ
ぼ
同
様

に
推
移
し
て
い
る
。
危
惧
さ
れ
る
金

剛
山
観
光
事
業
も
若
干
の
黒
字
に
な

る
見
込
み
と
な
る
。

第
10
回
合
併
協
議
会
が
開
か
れ

た
が
、
水
道
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

協
議
で
き
な
か
っ
た
。
河
内
長
野
市

と
の
間
で
こ
の
水
道
施
設
に
つ
い
て

担
当
者
間
で
ど
う
い
う
協
議
が
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
千
早
地
区
の
簡

易
水
道
施
設
の
整
備
計
画
は
。

村
の
水
道
施
設
は
、
合
併
す
れ

ば
河
内
長
野
市
の
管
理
基
準
に
な
る

の
で
、
合
併
後
は
村
の
施
設
の
改
修

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
対
策
に
つ

い
て
は
大
阪
府
、
河
内
長
野
市
、
村

の
３
者
で
検
討
し
て
い
る
。
千
早
地

区
の
簡
易
水
道
は
、
施
設
整
備
の
国

庫
補
助
を
得
る
た
め
に
は
今
年
度
中

に
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
経
営
統
合

計
画
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
に
基
づ
い
て
整
備
を
進
め
る
。

地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
等
の

有
効
活
用
を

地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
等
の

有
効
活
用
を

政
府
は
、
地
方
公
共
団
体
へ
地

域
活
性
化
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
と
し
て
、
村
に
は
約
１
億
２
０
０

万
円
の
交
付
金
が
決
定
し
た
。
本
村

は
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
・
増
築
工

事
、
村
道
の
維
持
改
修
工
事
等
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
山
積
し
て
い
る
。

今
回
の
交
付
金
の
予
算
編
成
は
。

ま
た
、
各
地
区
か
ら
村
道
の
補
修
等

の
要
望
は
何
件
あ
る
の
か
。

臨
時
交
付
金
の
対
象
事
業
に
つ

い
て
は
現
在
、
各
課
に
照
会
し
て
い

る
。
安
心
・
安
全
、
教
育
環
境
の
充

実
を
柱
と
し
て
い
る
。
村
道
の
改
修

要
望
は
24
件
で
、
危
険
度
の
高
い
個

所
か
ら
改
修
す
る
。
ま
た
、
小
中
学

校
へ
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
設
置
な
ど

将
来
的
な
財
政
負
担
の
軽
減
が
図
れ

る
事
業
に
有
効
活
用
す
る
。

中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
を
22

年
度
に
予
定
し
て
い
る
が
、
公
共
投

資
臨
時
交
付
金
で
、
工
事
を
前
倒
し

し
て
予
算
要
望
で
き
な
い
か
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
間
に
合
う
よ

う
で
あ
れ
ば
可
能
な
限
り
活
用
で
き

る
よ
う
検
討
す
る
。

間
伐
等
森
林
整
備
事
業
へ
の
交

付
金
の
要
望
は
出
来
な
い
か
。

臨
時
交
付
金
と
は
別
に
、
森
林

整
備
加
速
化
林
業
再
生
事
業
で
森
林

組
合
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

予
算
編
成
に
つ
い
て
は
適
切

に
事
業
内
容
を
精
査
し
、
地
域
の
活

性
化
を
図
り
、
村
が
少
し
で
も
元
気

に
な
っ
た
と
「
実
感
」
で
き
る
努
力

を
要
望
す
る
。

雑

感

雑

感

 

雑

感

雑

感

 

雑

感

 

千早浄水場

今年度、耐震補強工事を予定している赤阪小学校
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母
子
家
庭
の
就
業
支
援

講
習
会
受
講
生
募
集

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

中
央
大
会
へ

人
権
擁
護
委
員
の
異
動

平
和
写
真
パ
ネ
ル
展
開
催

人
権
擁
護
委
員
に
こ
の
た
び
、
異

動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

（
敬
称
略
）

再
任

田
中
鈴
代（
小
吹
68
―
８
８
９
）

1
&2
７
３
８
７

再
任

西
浦
玲
子
（
吉
年
２
６
０
）

1
&2
０
３
８
２
　

退
任

田
村
　
登

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

村
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
今

日
の
平
和
の
尊
さ
を
あ
ら
た
め
て
考

え
る
機
会
と
し
て
、
大
阪
空
襲
と
当

時
の
市
民
生
活
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
ま
す
。

期
間

８
月
15
日（
土
）〜
19
日（
水
）

場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル
１
階

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

経
済
産
業
省
で
は
夏
場
に
電
気
事

故
が
多
く
発
生
す
る
た
め
、
８
月
を

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
し
、
全

国
的
に
電
気
使
用
安
全
活
動
を
よ
り

盛
り
上
げ
る
た
め
の
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
日
頃
か

ら
電
気
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
で
は
、

お
盆
期
の
８
月
10
日
か
ら
14
日
の
間
、

来
場
者
が
集
中
し
相
当
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
場
内
の
駐
車
場
は
平
成
19

年
か
ら
有
料
と
な
り
、
駐
車
台
数
も
限

ら
れ
て
い
る
の
で
、
自
動
車
で
来
場
さ

れ
ま
す
と
駐
車
場
が
満
車
で
入
場
で

き
ず
、
手
続
き
の
締
め
切
り
時
間
に
間

に
合
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

電
車
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
振
替
休
日
を
除
く
。）

更
新
受
付
時
間

即
日
交
付

午
前
８
時
45
分
〜

午
後
２
時
30
分

な
お
、
午
後
２
時
30
分
以
降
の
受

付
は
後
日
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

最
寄
駅

泉
北
高
速
鉄
道
「
光
明
池
駅
」
か
ら

徒
歩
５
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場

1
０
７
２
５
%6
１
８
８
１

大
阪
法
務
局
で
は
、
高
齢
者
お
よ

び
障
が
い
者
に
対
す
る
虐
待
な
ど
の

事
案
が
依
然
と
し
て
多
発
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
高
齢
者
な
ど
の
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
全
国
一
斉
に
電
話
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

1
06（
６
９
４
２
）９
４
９
６

日
時

９
月
６
日（
日
）〜
12
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
９
月
６
日（
日
）・
12
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

内
容

「
い
じ
め
」、
い
や
が
ら
せ
、

虐
待
な
ど
高
齢
者
な
ど
へ
の

人
権
問
題

相
談
員

人
権
擁
護
委
員

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
三
課

1
06（
６
９
４
２
）９
４
９
２

ス
タ
ッ
フ
と
自
由
に
ま
ま
ご
と
、

パ
ズ
ル
、
折
り
紙
、
風
船
、
手
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
し
て
楽

し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
同
士
も
ゆ
っ
く

り
お
話
が
で
き
育
児
の
悩
み
な
ど
情

報
交
換
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

（
前
日
が
祝
日
の
場
合
は
休
み
）

場
所

小
吹
台
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や

ま
ゆ
り

〈
問
い
合
わ
せ
〉

ナ
ル
ク
千
早
赤
阪
　

1
&2
７
２
２
６

対
象

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦

内
容

q
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

w
総
務
事
務
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

e
介
護
事
務
講
座

r
ヘ
ル
パ
ー
２
級
通
信
講
座

t
テ
レ
フ
ォ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ

※
日
時
・
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し

く
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
　

1
06（
６
７
６
２
）９
９
９
５

大
阪
府
総
合
体
育
大
会

７
月
５
日（
日
）、
太
子
町
立
体
育

館
で
第
63
回
大
阪
府
総
合
体
育
大

会
・
南
河
内
地
区
大
会
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
競
技
（
一
般
男
子
の
部
）
が
開

催
さ
れ
、
村
の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。

９
月
13
日（
日
）に
河
内
長
野
市
立

市
民
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
中

央
大
会
に
南
河
内
地
区
の
代
表
チ
ー

ム
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

赤
十
字
募
金

災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
国
際
活

動
、
医
療
、
血
液
事
業
、
福
祉
事
業

な
ど
の
幅
広
い
事
業
に
活
用
さ
れ
る

赤
十
字
募
金
に
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
総
額
　
８
５
５，

０
５
７
円

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
匿
名
　
１
件

１
０，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

８
月
は

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
で
す

お
盆
期
、
光
明
池
運
転
免
許

試
験
場
は
混
雑
し
ま
す

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
　
強
化
週
間

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の

集
い
の
広
場

非核平和都市宣言

千早赤阪村では、昭和
60年３月22日に世界の恒
久平和を願い「非核平和
都市」とすることを宣言
しています。

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ
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¡
サ
ラ
金
な
ど
の
返
済
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

¡
借
金
問
題
は
悩
ん
で
い
て
も
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
相
談
し

ま
し
ょ
う
！

¡
消
費
者
金
融
か
ら
の
借
入
期
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
金
利
負
担
は

大
き
く
な
り
、
返
済
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
す
。

¡
遅
く
と
も
平
成
22
年
６
月
に
は
貸
金
業
法
の
改
正
に
よ
り
、
上

限
金
利
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
個
人
向
け
貸
付
に
つ

い
て
貸
付
上
限
額
の
規
制
も
始
ま
り
、
追
加
借
り
入
れ
や
新
た

な
借
り
入
れ
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

¡
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
多
重
債
務
相
談
室
　
1
06（
６
９
４
１
）０
８
３
７

（
平
日
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
）

〜
消
費
者
金
融
を
利
用
し
た
こ
と
が

あ
る
人
へ
の
お
知
ら
せ
〜

◆
一
般
書

訪
問
者
　
　
　
　
　
　
　（
恩
田
陸
）

ア
ン
ト
キ
ノ
イ
ノ
チ（
さ
だ
ま
さ
し
）

運
命
の
人
（
３
）

（
山
崎
豊
子
）

龍
神
の
雨
　
　
　
　
　（
道
尾
秀
介
）

東
京
箱
庭
鉄
道
　
　
　
　（
原
宏
一
）

絶
望
ノ
ー
ト
　
　
　
　（
歌
野
晶
午
）

誘
惑
　
　
　
　
　
　（
北
原
亞
以
子
）

Ｉ
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　（
桐
野
夏
生
）

１
Ｑ
84
（
１
・
２
）

（
村
上
春
樹
）

か
あ
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
　（
重
松
清
）

贖
罪
　
　
　
　
　
　
　（
湊
か
な
え
）

楽
老
抄
４
　
　
　
　
　（
田
辺
聖
子
）

上
坂
冬
子
の
老
い
の
一
喝（

上
坂
冬
子
）

完
全
ガ
イ
ド
皆
既
日
食（
武
部
俊
一
）

◆
児
童
書

し
っ
ぱ
い
に
か
ん
ぱ
い
！（

宮
川
ひ
ろ
）

そ
い
つ
の
名
前
は
エ
メ
ラ
ル
ド

（
竹
下
文
子
）

八
０
万
本
の
木
を
植
え
た
話（

イ
ミ
エ
）

し
あ
わ
せ
な
ハ
ン
ス

（
バ
ー
ナ
デ
ッ
ト
・
ワ
ッ
ツ
）

俳

句

コ

ー

ナ

ー

貝
風
鈴
犬
眠
ら
せ
て
し
ま
ひ
け
り

阿
　
戸
　
敏
　
明

蛇
苺
含
み
た
く
な
る
程
熟
し

奥
　
野
　
千
　
秋

亀
鳴
く
や
雲
の
湿
り
し
善
通
寺

貝
　
長
　
　
　
徹

喉
撫
で
て
貰
へ
ば
歩
む
御
田
牛

北
　
浦
　
賀
代
子

恋
蛍
ゆ
る
き
こ
ぶ
し
で
つ
つ
み
け
り

下
　
門
　
信
　
子

老
い
ら
く
の
恋
か
も
知
れ
ぬ
落
し
文

道
　
堀
　
み
さ
江

草
焼
き
て
狼
煙
め
き
た
る
日
和
か
な

向
　
　
　
栄
美
子

ハローワークで求職相談
ハローワーク河内長野では、さまざまな就

職支援メニューによって就職活動のサポート
を行っています。
雇用保険を受給できない人に職業訓練と生

活保障の充実を図っています。
■職業訓練（基金訓練）
１ 職種に関わりなく再就職に必要なＩＴス
キルなど（文書作成、表計算・図表作成、
プレゼンテーション制作など）を取得する
ための３カ月の訓練。
２ 医療、介護・福祉、ＩＴ、電気設備、農
林水産業、その他地域で必要とされる人材
に求められる基本能力から実践能力までを
取得するための６カ月から１年の訓練。
■職業相談
あなたの経験や適性をもとに、職業相談や

職業紹介を行っています。全国の求人情報の
検索や、履歴書・職務経歴書の書き方のアド
バイスも行っています。
○パソコンを使った仕事探し
簡単な操作により、自分で大阪府内全域

の求人が探せます。
このほか、さまざまなサービスを行ってい

ますので、気軽にお越しください。
〈相談・問い合わせ〉
ハローワーク河内長野　1%33081

事業主の皆さまへ

ハローワークで人材獲得
ハローワーク河内長野では、さ

まざまなサービスにより、無料で
企業の人が希望される人材を確保
できるようお手伝いしています。
q求人の受け付け・公開

申し込みいただいた求人は、
府内全域のハローワークで公開
します。希望によりインターネ
ット上でも公開します。

w求人情報の提供
ハローワークに求職登録して

いる人の中から求人条件に近い
求職者の人に求人情報を提供す
ることができます。

e特定求職者雇用開発助成金の利用
ハローワークの紹介により高

年齢者・障がい者など一定の条件
を満たした求職者を採用された
場合は、当該助成金制度を利用で
きます。お気軽に相談ください。

〈相談・問い合わせ〉
ハローワーク河内長野
1%33081

村
国
保
診
療
所

休
診
の
お
知
ら
せ

村
国
保
診
療
所
（
千
早
診
療
所
含
む
）
は
、
８
月
13
日（
木
）・
14

日（
金
）、
休
診
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

村
国
保
診
療
所
　
1
&2
０
０
３
８
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けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

村では高齢者を対象に介護予防のための取り組みを行
っています。

１．虚弱な高齢者に介護予防のための
「ふれあい元気教室」の実施

村では、筋力向上・栄養状態の改善・口腔機能の向上
のために、「ふれあい元気教室」を実施します。
対象者 65歳以上（４月１日現在）の生活機能の低下が

認められる人で医学的に教室参加が可能な人。
◎要支援・要介護認定されていない65歳以上の
人に４月に送付した生活機能に関する調査（基
本チェックリスト）の結果で、生活機能に低
下が認められる人には生活機能評価受診券を
送付しています。
◎医療機関で生活機能評価を受診後、「ふれあい
元気教室」への参加をお勧めする人には地域
包括支援センターより電話させていただきま
す。

日　時 ９月29日（火）～12月15日（火）まで毎週火曜日、
（11月４日のみ水曜日）計12回　
午後１時30分～３時30分

場　所 保健センター
内　容 q運動…転倒を予防し、日常生活に必要な力を

身につけるストレッチ体操やバランス
運動など

w栄養…「食」を楽しむためのミニ講座など
e口腔…食事や会話を楽しめるよう歯（義歯）み

がき指導やお口の体操など
r交流…参加された人同士の交流

定　員 15人

費　用 無料
※　送迎あり

２．地域の中で介護予防の取り組みを
支援する介護予防サポーターの育成

村の４人に１人が高齢者。みんなが、互いに、元気を
分かち合っていく時代です。自らが健康づくり・介護予
防を実践するとともに、地域でも元気の輪を広げていき
ませんか？
対象者 介護予防に関心があり、受講後、介護予防サポ

ーターとして地域の介護予防活動を支援したり、
村実施の介護予防教室「ふれあい元気教室」の
お手伝いをしてくださる人。
年齢・性別は問いません。お気軽に参加ください。

定　員 20人　　費　用 無料
受　付 ８月24日（月）まで
〈申し込み・問い合わせ〉
地域包括支援センター　保健師
（保健センター内） 1&20081 内線342

「薬物乱用」とは･･･
医薬品をその目的からはずれて使用したり、医療の目的のないシンナー、大麻などの薬物を不正に使用することを

いいます。また、たとえ１回使用しただけでも乱用に当たります。

薬物を乱用すると･･･
シンナーや覚せい剤を使い続けていると、脳をはじめ体のさまざまな器官に害を及ぼし、思考力の低下や知覚の異状、

食欲の減退、歯がぼろぼろになったり、内臓機能や造血機能に障がいが現れます。
特に成長期の青少年には、背が伸びない、筋肉が衰えるなど、発育をさまたげる大きな原因となります。
シンナーはもちろんのこと、覚せい剤など薬物を乱用することは犯罪であり、厳しく罰せられます。

薬物乱用を防ぐには･･･
sどんな誘いにあっても「私はゼッタイ使わない」と断る勇気を持ちましょう。
s「１回だけなら大丈夫、いつでもやめられる」という甘い考えは危険です。
sたった１回のつもりでもシンナーや覚せい剤は自分でやめられなくなります。
s親、兄弟、先生とは何でも話し合いましょう。また、良い友達をたくさん作りましょう。
sイライラしたり悩んだりした場合、スポーツ・音楽・趣味などで気分転換しましょう。
s薬物の害について正しく理解しましょう。

〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20081

実習
（講義に出席された人自由参加）講義

日時

場所

内容

９月29日（火）～12月15日
（火）まで毎週火曜日（11
月４日のみ水曜日）
午後１時30分～３時30分

¡「ふれあい元気教室」に
参加し、手軽にできて
効果的な運動や栄養改
善・口腔ケア、認知症
予防のレクリエーショ
ンなどを学びます

８月25日（火）
午後１時30分～３時30分

保健センター

¡介護予防や転倒予防な
どの基礎知識

¡村の介護予防事業につ
いて　

いつまでも元気でいきいきとした暮らしを！

薬物乱用は、「ダメ。ゼッタイ。」薬物乱用は、「ダメ。ゼッタイ。」
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肝炎ウイルス検診 予約受付中 インフルエンザにかかったかな？と思ったら
急な発熱やせきやのどの痛みなどの症状があり、インフ
ルエンザにかかったなと思ったら、かかりつけのお医者さ
んや身近な医療機関などにまず電話をして、受診できるか
どうかを確認してください。
電話をしないで、直接、医療機関などに行くことは絶対
にやめてください。
医療機関などから受診時間や受診方法の指示がある場合
は、それに従ってください。
医療機関に行く際は、マスクを着用する、咳エチケット
を守るなど、他の人に感染を広げないように注意してくだ
さい。
新型インフルエンザと診断された場合は、医師の指示に
従うとともに、症状が悪化した場合はすぐに受診した医療
機関などに連絡してください。

※今後の状況の変化により内容は変更になる場合がありま
す。
大阪府
７月14日より本庁・各保健所で開設していた発熱相談セ
ンターを休止し、新たに新型インフルエンザに関するお問
い合わせに答える相談電話・ＦＡＸを本庁に設置します。

富田林保健所
相談時間 平日の午前９時～午後５時45分

1@32681 5@47940
村保健センター
相談時間 平日の午前９時～午後５時30分

1&20069 5&02021
外国人の人の相談
相談時間 平日の午前９時～午後５時45分

106（6943）8530
対応言語 英語、中国語、韓国・朝鮮語、ポルトガル語、

スペイン語、ベトナム語、フィリピノ語、タ
イ語、日本語の９言語

府民お問い合わせセンター（ピピッとライン）
相談時間 平日の午前９時～午後６時

1♯8001 または　106（6910）8001

〈問い合わせ〉総務課　健康福祉課

12月21日（月）まで
12月末まで

①平成21年度中に満40歳となる人
②平成21年度中に満41歳以上で過去に肝炎
ウイルス検診に相当する検診を受けた事
がない人
③特定健診などにおいて肝機能検査に異常
がある人

①Ｃ型肝炎ウイルス検査
ＨＣＶ抗体検査
ＨＣＶ抗原検査（必要な人のみ）
ＨＣＶ核酸増幅検査（必要な人のみ）
②Ｂ型肝炎ウイルス検査
ＨＢｓ抗原検査

400円
※受診料の免除について
◎検診当日満70歳以上または生活保護世帯
に属する人は、受診料の免除が受けられ
ますので、必ず申し込みの際に申し出て
ください。
◎非課税世帯に属する人は、受診料の免除
が受けられますので、保健センターで用
紙を受け取り、役場税務課で事前に確認
書（無料）を発行してもらい、申し込み
時に保健センターへ提出ください。
※受診料支払い後に、免除を申し出た場合、
受診料の返還はできませんので注意くだ
さい。

申し込み期間
検診実施期間

対　　　　象

内　　　　容

受　診　料

委託医療機関
①村国保診療所（保健センター内）
②村国保千早診療所
③やすらぎ会　植田診療所

〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

成人歯科健康診査 予約受付中
申し込み期間 12月21日（月）まで
検診実施期間 12月末まで
対　　　　象 ６月30日現在40・50・60・70歳の人

内　　　　容 問診・口腔内診査・歯周疾患検査・口腔衛
生検査・保健指導

委託医療機関 村指定医療機関（富田林歯科医師会管内）
受　診　料 無料

そろスタ☆ヘルスアップ教室　参加者募集
健康づくりや生活習慣病予防をそろそろスタートしよう

かと考えているあなたに、テーマ別に栄養や運動について
わかりやすくお話し、実践できるようサポートする教室を
毎月１回開催します。
男女を問わず、お気軽に参加ください。

場所 保健センター
対象者 村内在住のおおむね40歳～65歳の人
定員 ５人（テーマ毎に初回の人優先、先着順）
※当日は村内団体からの申込者（10人程度）と一緒に行います。
参加費 初回参加者は300円（参加２回目以降の人は150円）

※調理実習日は別途400円必要
申し込み期間　各教室とも定員になり次第締め切ります
※テーマや内容が変更になる場合がありますので了承くだ
さい。
※参加決定者には詳しい案内を後日送付します。
〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

【調理実習】
「作って食べて健康づくり☆
「 何をどれだけ食べたらいいの？」

テ　ー　マ 月日

８月25日
（火）

９月29日
（火）

10月27日
（火）

午前
９時30分
～正午

午前９時30分
～午後１時

ごろ

午前
９時30分
～正午

時　間

管理栄養士と考えよう！
「血圧が気になる

あなたの健康づくり」
～食事と血圧の関係～

運動を体験しよう！
「初心者でも楽しく身体を動かそう」

～室内で出来る運動～

管理栄養士と考えよう！
「脂肪が気になる

あなたの健康づくり」
～脂肪を貯めない食生活～

運動を体験しよう！
「気持ちよく身体を動かすコツ」

～ウォーキングの基本など～

新型インフルエンザに関する相談

新型インフルエンザ相談電話・ＦＡＸ

相談時間　平日の午前９時～午後６時

106（6944）6791 506（6944）6602

【咳エチケット】
○咳・くしゃみが出たら、他人にうつさないために
マスクを着用しましょう。
マスクを持っていない場合は、ティッシュなどで
口と鼻を押さえ、他の人から顔をそむけて１ｍ以
上離れましょう。
○鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにゴミ箱
に捨てましょう。
○咳をしている人にマスクの着用を
お願いしましょう。
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けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

場所 保健センター
※検診は、すべて予約制となります。
※検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診
できません。
※生活保護世帯の人は受診料が免除されます。保健センタ
ー福祉係へ事前に申し出てください。
※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前ごろに受診票と詳しい案内を送ります。
※介助の必要な人は相談ください。
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。

〈予約・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

が ん 検 診 の お 知 ら せ
10月22日（木）・11月１日（日）検　診　日
※９月９日（水）はキャンセル待ちです。

当日受付時間 午前８時30分～11時15分
対　　　　象 受診日現在40歳以上の人
受診できる回数 年１回
定　　　　員 各50人

内　　　　容〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影〈大腸がん〉問診・便潜血検査
受　診　料 胃がん800円、大腸がん200円

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

検　診　日 ９月９日（水）・10月22日（木）・
11月１日（日）

当日受付時間 午前８時30分～11時

対　　　　象

受診できる回数 年１回
定　　　　員 各50人

内　　　　容〈肺がん〉問診・胸部Ｘ線直接撮影（喀痰検査は必要者のみ）

受　診　料 肺がん・結核400円
肺がん喀痰検査400円

肺

が

ん

・

結

核

検

診

受診日現在40歳以上の人
（肺がん喀痰検査は胸部Ｘ線検査を受け
る50歳以上で１日の喫煙本数×喫煙年
数が600以上の人、または40歳以上で６
か月以内に血痰のあった人）

９月13日（日）・10月９日（金）

検　診　日 ※９月13日（日）の乳がん検診40歳代、10
月９日（金）の乳がん検診50歳以上はキ
ャンセル待ちです。

当日受付時間 午後１時15分～３時

対　　　　象

受診できる回数 ２年に１回
〈子宮がん〉各55人

定　　　　員〈乳がん〉各40人
〈乳がん〉（うち40歳代は１日あたり７人まで）

内　　　　容

受　診　料 子宮がん600円、乳がん900円

子

宮

が

ん

・

乳

が

ん

検

診

〈子宮がん〉受診日現在、20歳以上の和暦
で昭和64年以前の偶数年生ま
れの人と平成元年生まれの人

〈乳がん〉受診日現在、40歳以上の和暦
で昭和44年以前の偶数年生ま
れの人

〔ただし、対象者以外でも40歳（子宮が
んは20歳）以上の人で昨年度受診してい
ない人は受診できます〕
※次の人は乳がん検診対象外です。主
治医に相談の上、医療機関で受診し
てください。

¡39歳以下の人
¡妊娠中または妊娠の可能性のある人
¡授乳中の人
¡心臓ペースメーカーを装着している人
¡豊胸術をしている人

〈子宮がん〉問診・内診・子宮頚部細胞診
〈子宮がん〉（子宮体部細胞診は実施しません）
〈乳がん〉問診・視触診・乳房Ｘ線検査

（40歳代は２方向、50歳以上
は１方向撮影）

日時 ８月６日（木）午後１時30分～３時30分
場所 富田林保健所　１階　多目的室
内容 うめぼしばあちゃんずぅによるお話

「東北民話で笑いと感動を」
※対象は特定疾患受給者証または登録者証をお持ちの人
〈申し込み・問い合わせ〉
富田林保健所　
地域保健課保健師
1@32681
5@47940

特定疾患患者・家族交流会のご案内

健康診査＆相談など

な か よ し 広 場
８月４日（火）

午前10時
（親と子の交流会）

８月19日（水）
～11時30分

９月１日（火）

あかちゃん広場
８月19日（水）

午前10時 ０～１歳ごろま
（交流会・相談） ～11時30分 での乳幼児

離 乳 食 講 習 会
８月19日（水）

午前10時 １歳ごろまでの
（あかちゃん広場に併設） ～11時45分 乳幼児の家族

午後
個別健康栄養相談 ８月21日（金）１時30分～

（要予約）

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ８月25日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
&2
０
０
６
９

※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

食事療法が必要
な人、健康のた
め食生活を改善
したい人

０歳～幼稚園入
園前の乳幼児と
保護者

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

午前
こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制

～午後５時

エイズに関する
午前

相　　　　　　談
（月）～（金）９時30分 電話相談も可

～午後５時

血　液　検　査

エイズ・梅毒
第１・３ 午後１時

クラミジア
水曜日 ～２時

血　液　検　査
午前

［肝炎ウイルス］
第３水曜日 ９時30分～

無料・予約制

10時30分
（先着順）

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり］［

（月曜日が祝日
の時は翌日）
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231
Fushii Sinpei

わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

千早　やまもと　にこ ちゃん

（ 山　本　　　柔　）

平成20年５月19日生まれ

千早 やまもと　れん ちゃん

（ 山　本　　　漣　）

平成12年９月８日生まれ
２人がいつも、今を楽しんで笑っていますように。

父・毅文さん、母・咲子さん

小吹　きたうら　やまと くん

（ 北　浦　　　大　和　）

平成20年６月27日生まれ
お日様のようなその笑顔をいつまでも大切に元気に優しく
育ってね。

父・幸治さん、母・直美さん

東阪 伏 井　 晋 平 くん
＜20歳　おひつじ座＞

近況は・・・

大阪芸術大学で絵の勉強をしています。
趣味は・・・

野球です。月に１・２回、高校の友達と草野
球をしています。
夢は・・・

絵画の公募展で大賞をとることです。
最近、楽しいと思ったことは・・・

友達と車で名古屋へ行ったことです。
運転は疲れましたが、味噌カツは美味しかっ

たです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

何も無いところが逆に誘惑が少なくて良いで
すね。
来月号は・・・

同級生の村田ひとみさんです。
村田さんへメッセージを・・・

またみんなで集まりましょう。

吉野の神社で
兄弟でとった
写真です。
御神木すごい
でしょ。
１人だけきば
ってます。
（むかって左）
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役場を探検しよう
●赤阪小学校３年生●

願いごとかなうかな・・

７月３日、七夕を前に民生・児童委員さんの協力でこ
ごせ幼稚園で七夕の飾り付けが行なわれました。当日は、
こごせ幼稚園園児と赤阪小学校１･２年生らが、それぞ
れ願いごとを書いた短冊をつくり、民生・児童委員さん
といっしょに竹につるしました。

むらの話題
あ　れ　こ　れ

●七夕まつり●

７月13日、赤阪小学校の３年生が社会科の学習の一環として役場見学に訪れました。
自分たちが住んでいる村の様子を「村たんけん」という活動を通して学習し、お店や公園、公共施設などの働き

について学習することを目的として行われました。
当日は、役場の様々な仕事があることを教わり各課を見学して、たくさん質問しました。



16

楽しみました

６月21日、村青少年指導員連絡協議会が主催す
る第１回ジュニアリーダースクールを、奈良市東
大寺を中心に奈良公園周辺で行いました。
参加者は62人、スタッフ12人。東大寺・若草

山・奈良国立博物館・興福寺などをクイズラリー
形式で見学。鹿せんべい飛ばし大会では最高39.4ｍ
も飛ばし、梅雨空の合間をぬって、一日楽しく過
ごしました。

むらの話題
あ　れ　こ　れ

● 世界遺産DEクイズラリー in 東大寺 ●

防犯功労者に感謝状

６月25日、富田林市市民会館で富田林警察署管内防犯協議会の平成21

年度総会が開催されました。
総会では、長年にわたり地域防犯活動に努められた東阪の谷準二さん

と東阪支部第２地区に感謝状が贈呈されました。

●防犯協議会総会●

キレイになりました
●草刈清掃ボランティア●

７月12日、午前７時から楠公史跡保存会会員やボランティアの人が、奉建塔などの村内史跡の清掃奉仕作業を行
ないました。



水　　道

夏場は、水道使用水量が増加し、水
不足が予想されます。
各家庭でも、節水の取り組みをお願
いします。
節水の目標

○風呂などの残り水は有効に利用しま
しょう。
○洗顔や歯磨きなどのときは、水を出
し放しにしないようにしましょう。
水は大切に使いましょう。
ご協力よろしくお願いします。

〈問い合わせ〉上下水道課

教　　育

いろいろな事
じ

情
じょう

で義務
ぎ む

教育
きょういく

を修了
しゅうりょう

で
きなかったひと人、「あいうえお」か
ら勉強
べんきょう

ができ、中学校卒業
ちゅうがっこうそつぎょう

の資
し

格
かく

もと
れる夜

や

間中学校
かんちゅうがっこう

で一緒
いっしょ

に勉強
べんきょう

しましょ
う。簡単

かんたん

な給食
きゅうしょく

もあります。
受付
うけつけ

期
き

間
かん

９月
がつ

１日
ついたち

（火
か

）～９月
がつ

10
とお

日
か

（木
もく

）
（ただし学校

がっこう

の休業
きゅうぎょう

日
び

を除
のぞ

く）
対象
たいしょう

16歳
さい

以
い

上
じょう

の人
ひと

大阪
おおさか

府
ふ

内
ない

の人
ひと

（外国籍
がいこくせき

の人
ひと

も可
か

）
授業料
じゅぎょうりょう

無
む

料
りょう

〈問
と

い合
あ

わせ〉

学校教育
がっこうきょういく

課
か

1&21300

募　　集

村と村人権協会では、人権について
身近に考えていただくため、人権啓発
ポスター、標語を募集します。皆さん
ふるって応募してください。
対象 村内在住の小学校４年生以上の

人
受付 ９月25日（金）まで
応募方法

応募作品には、住所、氏名、電話番
号（小中学生は学年、組、氏名）を作
品裏面に明記してください。

なお、応募作品に添付いただいた個
人情報は、コンクールの目的以外には
使用しません。
応募点数

１人それぞれ１点以内とし、未発表
のものに限ります。
※応募作品は返却しません。
〈応募・問い合わせ〉住民課

日時 ９月20日（日）
午前10時～２時間程度

場所 海洋センタートレーニングルー
ム

資格　16歳以上の人
内容 トレーニングマシンの使用方法

トレーニングの基礎理論
服装 運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
定員 15人（先着順）
費用 500円
受付 ９月1８日（金）の午後５時まで
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

村バレーボール連盟では、秋季ソフ
トバレーボール大会の一般参加チーム
を募集しています。
対象は16歳以上の村在住・在勤者で

構成するチームです（男女混成チーム
も可）。大会は次のとおり開催します。
月日 ９月20日（日）
場所 海洋センター・アリーナ
受付 ９月11日（金）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

武部克正　1&21472

大阪府立近つ飛鳥博物館では、８月
13日（木）から平成21年度夏季特別展
「発掘された日本列島2009」を開催し

ます。
文化庁では、平成７年度から毎年、

近年の発掘調査によって発見され、注
目を集めた出土品を一堂に集め、埋蔵
文化財に親しんでいただくため、全国
巡回展を実施しています。
今回は、旧石器時代から近代にいた
る20遺跡、約610点の出土遺物を展示
します。
日時 ８月13日（木）～９月23日（水・祝）

午前10時～午後５時（入館は午
後４時30分まで）、休館日は毎
週月曜日（ただし月曜が祝日の
場合は開館、翌日が休館）

場所 河南町東山299

入館料 一般600円、65歳以上・高大
生400円、中学生以下・障が
い者手帳をお持ちの人（介助
者含む）は無料

〈問い合わせ〉

大阪府立近つ飛鳥博物館　1(38321

ホームページ
http://www.mediajoy.com/chikatsu/

保存会では、年間を通して史跡整備、
清掃奉仕活動や史跡めぐりバスツアー
などの行事を実施しています。皆さん
のご賛同、ご協力をお願いします。
会費 3,000円
受付 随時
〈申し込み・問い合わせ〉

6千早赤阪楠公史跡保存会
1&21588

まんが日本絵巻　－楠木正成－
日時 ８月13日（木）午後１時30分～
場所 村立郷土資料館

２階　研修室
定員 40人
費用 100円
〈申し込み・問い合わせ〉

千早赤阪村立郷土資料館
1&21588
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節水にご協力ください

人権啓発ポスター・標語

近つ飛鳥博物館 夏季特別展

夜
や

間中学校生
かんちゅうがっこうせい

徒募
と ぼ

集
しゅう

トレーニング講習会
受講者

秋季ソフトバレーボール
大会参加チーム

楠公史跡保存会会員の募集

夏休み子どもビデオ鑑賞会
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名　　　　　　　称 連　　絡　　先 実　施　日 時　　　間
休日診療所　1@81333

富田林市向陽台1－3－38
内科・歯科

休日診療
日曜日・祝日
年末年始（12月29日
～１月３日）

受付
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

午後８時～翌朝８時365日

富田林病院　1@91121（代表）
富田林市向陽台1－3－36

小児科

富田林市消防署　1@51122小児急病診療（当番病院紹介）
♯8000（携帯電話・NTTプッシュ回線利用の場合のみ）

106（6765）3650
365日 午後８時～翌朝８時

106（6761）1199
大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況紹介）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうか判断の参考に）

365日

http://kodomo－qq.jp/「こどもの救急」ホームページ（受診するかどうか判断の参考に）

24時間対応

休
日
・
夜
間
の
医
療
機
関
な
ど

住宅ローン控除の申告を
お忘れの人はいませんか

「母子家庭等就業・自立支援センタ
ー」をご利用ください。
就職・転職・職場の悩みなどについ
てのご相談に応じます。

相談日 月～土（10時～16時）
（要予約）（保育あり）

場所 谷町福祉センター６Ｆ
地下鉄谷町線・谷６y出口すぐ

〈問い合わせ・申し込み〉

大阪府母子寡婦福祉連合会
106（6762）9995

対象者

公務扶助料や遺族年金などを受けて
いた人が平成17年４月１日から平成21

年３月31日の間に亡くなるなどし、平
成21年４月１日において公務扶助料や
遺族年金などの受給権者がいない場合
に、次の順番による先順位の遺族お一
人が対象となります。
１平成21年４月１日までに戦傷病者戦
没者遺族等援護法による弔慰金の受
給権を取得した人
２戦没者の子
３戦没者などのq父母　w孫　e祖父
母　r兄弟姉妹（戦没者などと生計
関係を有していた人のうち平成21年
４月１日において婚姻していたとし
ても氏が変わっていない人または同
日において遺族以外の人と養子縁組

をしていない人に限ります。）
４上記３以外の戦没者などのq父母w

孫e祖父母r兄弟姉妹（戦没者と生
計関係を有していない人や戦没者な
どと生計関係を有していたが上記３
に該当しない人。）
５上記１から４以外の三親等内の親族
（戦没者などの死亡時まで引き続き
１年以上生計関係を有していた人に
限ります。）
支給内容

額面24万円、６年償還の記名国債
請求期間

平成21年４月１日～平成24年４月２
日まで

〈請求・問い合わせ〉健康福祉課

税

税源移譲により、所得税が減額とな
り、控除できる住宅ローン控除が減る
場合があります。
平成11年から平成18年に入居し、所

得税の住宅ローン控除を受けている人
で所得税から控除しきれなかった額が
ある場合は、申告により、平成21年度
の住民税（所得割）から控除できます。
申告期限は原則として平成21年３月

16日までとなっていますが、期限後に
市町村に申告書を提出した場合でも、
やむを得ない理由があると認められる
場合には、適用が受けられます。
まだ申告書を提出されていない人で、

平成21年１月１日の時点で村にお住ま
いの人は相談してください。
〈問い合わせ〉税務課

税金は、期限内に次の場所で納付す
るようお願いします。
◎りそな、三菱東京ＵＦＪ、三井住友、
南都、近畿大阪、関西アーバンの各
銀行、大阪南農業協同組合、ゆうち
ょ銀行・郵便局、役場、小吹台連絡
所（９時30分～12時）
※口座振替による引き落としは、８月
31日（月）です。通帳残高の確認をお
願いします。

〈問い合わせ〉税務課

建　　築

村では、木造住宅について耐震診断
費用の一部を助成します。

対象建築物

¡昭和56年５月31日以前に建てられた
建築物

¡昭和56年６月１日から平成７年３月30

日までの間に建築された建築物（た
だし、建築基準法第６条第１項の規
定による建築主事の確認を受けて建
築されたものを除く。）
補助対象者 建築物の所有者
※助成には一定の要件がありますので、
耐震診断を行う前に必ず問い合わせ
をください。

〈問い合わせ〉建設課

仕事を探している
母子家庭のお母さんへ

府・村民税（第２期分）の
納付は８月31日までに

○働きたい人には情報提供・職業紹介
○面接に備えて就職セミナー
○困ったときにヘルパー派遣

戦没者などの遺族の皆様へ
第９回特別弔慰金が支給さ
れます

木造住宅

耐震診断費用の９／10

の額または一戸あたり
45,000円のいずれか低
い金額

建築物の
種類

助成の内容

耐震診断費用の一部を
助成します
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名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所 午前診 B～F 午前９時～正午
午後診（火・金）午後４時30分～６時30分

（土・日・祝・休診）

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

福　　祉

現在、認定を受けている人は、通知
書を送付しますので忘れずに提出して
ください。届出がないと、手当の支給
が遅延することがありますので必ず期
間内に提出してください。
また、届出を２年間続けて提出され
ない場合、受給資格が無くなることが
ありますので、ご注意ください。
○児童扶養手当の認定を受けている人

８月３日（月）から８月31日（月）の間
に『現況届』を提出してください。
○特別児童扶養手当の認定を受けてい

る人

８月11日（火）から９月10日（木）の間
に『所得状況届』を提出してください。
※「所得状況届」は障がいの状態を確
認する「有期再認定請求」とは別の
手続きです。

母子家庭や父が重度の障がいの状態
にある児童が育成される家庭の生活の
安定と自立の促進に寄与するととも
に、児童の健全な育成を図ることを目
的として支給されます。
手当を受けることができる人

次のいずれかに当てはまる18歳まで
の児童を育てている母、または母に代
わって児童を養育している人
q父母が離婚した
w父が死亡した
e父が政令で定める重い障がいがある
r父の生死が明らかでない
t父が引き続き１年以上遺棄している
y父が法令によって１年以上拘禁され
ている

児童扶養手当とは

u母が婚姻によらないで出産した
※母親・養育者または児童が公的年金
や遺族保障を受けることができる時
や子どもが児童福祉施設に入所して
いる時などを除きます。
手当額（月額）

全部支給　41,720円
一部支給　41,710円～9,850円

（児童が２人の場合5,000円加算、以下
児童が１人増すごとに3,000円加算）
※児童扶養手当には所得制限があり、
所得が一定額以上あるときは、手当
の一部または全部の支給が停止され
ます。
※手当額は毎年変更の可能性がありま
す。

障がい児を育てている家庭を援護し、
児童の福祉の増進を目的として支給さ
れます。
手当を受けることができる人

20歳未満で、精神または身体に一定
の障がいのある児童を育てている父か
母、または父母に代わって児童を育て
ている人
※児童が障がいを支給事由とする公的
年金を受けることができる時や児童
福祉施設に入所している時などを除
きます。
手当額（月額）

障がいの程度が定められた基準の
１級に相当する場合　50,750円
２級に相当する場合　33,800円
※特別児童扶養手当には所得制限があ
り、所得が一定額以上あるときは、
手当の全部の支給が停止されます。
※手当額は毎年変更の可能性がありま
す。

〈問い合わせ〉

健康福祉課

特別児童扶養手当とは

村では、平成21年４月１日以降に出
生した子と保護者に絵本や育児書を手
渡し、その絵本を介して子どもにやさ
しく語りかけることの大切さを知る具
体的なきっかけをつくり、次代を担う
子どもたちの健やかな成長を応援する
「子育て応援出産お祝い事業」を実施
します。
対象者

本村に住民登録および外国人登録を
されている人で、村が実施する４か月
児健診を受診する子とその保護者
内容

会場（村保健センター）で絵本と育
児書を贈呈します。
贈呈する絵本と育児書は、事前に案
内を送付しますので、申し込んでくだ
さい。
〈問い合わせ〉

健康福祉課

げんき保育園では、一時預かりを実
施しています。（旧一時保育）
保護者が病気や災害・事故、育児疲
れの解消などの理由で、緊急・一時的
に保育が必要となる就学前児童を受け
入れています。
詳しいことは、げんき保育園に問い
合わせてください。
〈問い合わせ〉

げんき保育園　1&27868

児童扶養手当・特別児童
扶養手当の認定を受けて
いるみなさんへ

子育て応援　出産お祝い
事業を始めます

就学前児童の
一時預かりについて



ちはや星と自然のミュージアム
イベントのご案内

金剛山サマーイベント

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100

発
行
／
千
早
赤
阪
村
役
場（
大
阪
府
南
河
内
郡
千
早
赤
阪
村
大
字
水
分
180番

地
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http
://w
w
w
.vill.chihayaakasaka.o

saka.jp
/

編
集
／
秘
書
政
策
課
　

1
0721-72-0081

5
 0721-72-1880

2009.8 N
o

.445
E
-m
ail

k
ik
a
k
u
-1
@
vill.c

h
ih
a
ya
a
k
a
sa
k
a
.o
sa
k
a
.jp

ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談
８月６日（木）・20日（木）
９月３日（木）

も え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

８月６日（木）
９月３日（木）児　　童

８月20日（木）行　　政

毎日（土日祝、年末年始を除く）
時間　午前９時～午後５時
場所　住民課
※事前に電話で予約してください。

人　　権

千早、東阪、小吹
中津原、森屋

川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

８月４日（火）
７日（金）・11日（火）
14日（金）・18日（火）
21日（金）・25日（火）
28日（金）
９月１日（火）

８月20日（木）

８月26日（水）

８月18日（火）予定

８月28日（金）予定

８月31日（月）予定

８月13日（木）
27日（木）

８月５日（水）
９月２日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,420人（－17）

男　　3,041人（－６）

女　　3,379人（－11）

世帯数　2,372戸（＋１）

６月末日現在、（ ）は対前月比

『火垂るの墓』上映時間　90分
日　時 8月5日（水）午前10時～
場　所 くすのきホール2階会議室
定　員 50人
費　用 無料
『親子ねずみの不思議な旅』
『火垂の　墓』上映時間　85分
日　時 8月26日（水）午前10時～
場　所 くすのきホール2階会議室

定　員 50人
費　用 無料
※両日送迎バスを運行します
【小吹台バス方転地発 9時20分発】
バスをご利用の人は、必ず申し込
みください。

〈申し込み・問い合わせ〉
社会教育課　1 1300

くすのきホール夏休み映画会

山の音楽会＆バルーンアート
日　時 8月2日（日）午後1時～2時
場　所 ちはや園地広場

人形劇団「クラルテ」
日　時 8月9日（日）午後1時～2時
場　所 ちはや園地広場

第6回そば喰い大会
日　時 8月16日（日）午前11時～午後1時
場　所 香楠荘前広場
定　員 大人20人　子ども10人（先着順）
〈サマーイベント問い合わせ〉香楠荘　1 0321

金剛山のトンボ観察
ちはや園地を歩きながら、アキアカネやナツアカネ、オニヤンマをさが

そう。
日　時 8月9日（日）午後0時30分～3時30分
定　員 30人
費　用 500円
服　装 歩きやすい靴と動きやすい服
持ち物 飲物、ぼうし、タオル、雨具、あれば捕虫網

木星とペルセウス座流星群の観察
涼しい金剛山の広場で寝転がって、ペルセウス座流星群をみませんか？

口径40㎝の天体望遠鏡で星団や星雲も観察できます。
日　時 8月13日（木）午後7時30分～
定　員 30人
費　用 500円
持ち物 懐中電灯、上着
※星空観察参加に際しては宿泊が必要となります（宿泊費は別途必要）

体験！ちはや園地で自然遊び
自然とふれあうゲームにチャレンジしよう。パパとママも一緒に楽しめ

ます。
日　時 8月15日（土）①午前10時30分　②午後1時30分
定　員 各回15人（要 事前申し込み）
費　用 500円
服　装 動きやすく汚れてもよい長袖、長ズボン、歩きやすい靴
持ち物 昼食、飲物、雨具
〈問い合わせ〉ちはや星と自然のミュージアム　1 0056
〈宿泊問い合わせ〉¡香楠荘　1 0321
〈宿泊問い合わせ〉¡金剛山キャンプ場　1 0056

金剛山サマーイベント

ちはや星と自然のミュージアム
イベントのご案内
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○ 74
○ 74

○ 74

○ 74




